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10
月
10
日
快
晴

向
井
さ
ん

谷
村
さ
ん
、
坂
野
さ
ん
、
岡
田
さ

ん
等
6
人

上
町
線
天
王
寺
駅
前

を
阪
堺
線
浜
寺
駅
前
に
向
け
出
発

し
ま
し
た
。
今
日
の
幹
事
は
向
井

さ
ん
。

運
賃

は
１
日

乗
り
放

題
の
乗

車
券
（
6

00
円
）。

電
車
は
車
窓
に
昔
と
変
わ
ら
な

い
路
面
電
車
の
雰
囲
気
を
映
し
車

内
で
は
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が

ら
上
町

台
地
を

走
り
住

吉
で
恵

美
須
町

か
ら
来

た
阪
堺

線
と
合
流
し
ま
す
。
降
り
た
ホ
ー

ム
の
目

の
前
が

我
が
家

の
玄
関
。

典
型
的

な
大
阪

の
町
家

風
景
で

す
。

電
車
は
道
路
と
平
行
に
軌

道
を
走

り
大
和

川
を
渡

り
、
終

点
白
砂

青
松
で

名
高
い

浜
寺
駅
に
到
着
。
向
井
さ
ん
の
説

明
で
は
終
戦
直
後
こ
の
名
勝
を
米

軍
に
接
収
さ
れ
暫
く
は
日
本
人
立

ち
入
り
禁
止
の
キ
ャ
ン
プ
に
な
っ

て
た
そ

う
で
す
。

す
ぐ
近

く
に
、

南
海
本

線
浜
寺

公
園
前

旧
駅
舎
が
あ
り
、
１
９
０
７
年
建

築
の
木
造
平
屋
建
て
で
１
９
８
８

年
、
国

の
登
録

有
形
文

化
財
に

登
録
さ

れ
て
い

ま
す
。

現
在
保

存
工
事
中
で
す
。
し
ば
し
松
林
を

散
策
し
、
昼
食
の
時
間
も
近
づ
い

た
の
で

本
日
の

食
事
処
、

住
吉

「
広
田
家
」

ま
で
戻

り
ま
し

た
。

チ
ン
電
住
吉
鳥
居
前
駅
で
下
車
徒

歩
３
分
。
さ
す
が
老
舗
。
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
で
注
文
し
た
の
は
評

判
の
い
い
「
豆
め
し
定
食
」
で
、

味
、
分
量
、
値
段
と
も
リ
ィ
ズ
ナ

ブ
ル
で
し
た
。
食
事
を
終
え
、
初

詣
は
「
す
み
よ
っ
さ
ん
」
と
大
阪

人
に
愛
さ
れ
て
い
る
住
吉
大
社
に

お
参
り

し
ま
し

た
。
境

内
の
太

鼓
橋
は
、

あ
い
に

く
修
繕

中
で
渡
る
こ
と
が
で
き
ず
袂
で
記

た
も
と

念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

「
五
大

力
」
さ

ん
と
い

う
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ

ト
が
あ

り
垣
内

の
玉
砂
利
か
ら
「
五
」「
大
「
力
」

と
書
い
た
３
つ
の
小
石
を
探
し
、

お
守
り
に
す
れ
ば
心
願
成
就
の
神

徳
が
あ
る
そ
う
で
す
。
五
大
力
と

は
体
力
、
智
力
、
財
力
、
福
力
、

寿
命
力
。

小
石
は
拾

え
な
か
っ

た
け
れ
ど

無
事
帰
途

に
つ
き
ま

し
た
。

チ
ン
電
で
行
く

の
ん
び
り
気
ま
ぐ
れ
旅

上町線天王寺駅前乗り場

上町線車内

姫松駅付近？

終点浜寺駅

旧南海本線浜寺公園前駅

道路と並んだ軌道

住吉大社入口

太鼓橋で

垣内で小石を探す


